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第24回食と文化フォーラム
食と文化フォーラム2018岡山

時代進化のなかで
食品の安全と医療は
本当に国民に役立っているのか!!
〜なぜ病気と病人は増え続けるのか〜

か　が　や　き
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一
般
財
団
法
人
　
食
と
健
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団
　
理
事
長
　
道
見
　
重
信

　

医
療
福
祉
関
連
の
費
用
が
増
大
の
一
途
を
辿

る
我
が
国
に
於
い
て
、
老
後
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
、
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る
社
会
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
最
も
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
一
省
庁
の
課
題
で
は
な
く
、
政
府
行

政
、
国
会
を
挙
げ
て
日
本
の
行
く
末
の
形
を
ど

の
様
に
す
る
か
の
国
家
骨
格
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
か
つ
て
は
、
健
康
は
厚
労
省
の
仕

事
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
文
部
科
学

省
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
、
昨
年
か
ら
は
経

済
産
業
省
も
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
［
健
康
経
営
］
と
い
う
言

葉
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
地
方
自
治
体
、
商

工
会
議
所
、
団
体
が
健
康
推
進
を
促
し
て
い
ま

す
。
経
済
産
業
省
・
日
本
健
康
会
議
は
［
健
康

経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
］
を
発
足
し
、
従
業

員
が
健
康
に
働
く
こ
と
が
出
来
る
様
に
企
業
経

営
の
柱
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
み
実
行
し
て
い

る
企
業
を
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
は
個
人

個
人
の
関
わ
り
課
題
か
ら
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
む
課
題
と
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
企
業
、
団

体
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
で
健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
実
行
さ

れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
町
内

地
域
単
位
で
実
施
し
て
い
た
健
康
づ
く
り
は
、

企
業
、
団
体
自
身
が
組
織
的
に
実
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
国
を
挙
げ
て
の
健
康
づ
く
り
体
制
を

整
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
背
景
は

1
．�

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
行
く
中
、
医
療

福
祉
費
の
増
大
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
企
業
、
団
体
が
健
康
経
営
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
国
家
を
挙
げ
て
の
健
康

づ
く
り
に
な
り
、
医
療
費
の
増
大
を
防
ぎ

減
少
が
期
待
で
き
る
。

2
．�

働
き
方
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

健
康
で
あ
れ
ば
効
率
良
く
生
産
性
が
上
が

り
、
休
む
従
業
員
が
減
る
こ
と
に
よ
り
人

手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。

3
．�

従
業
員
の
健
康
管
理
を
組
織
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
は
企
業
価
値
も
高
ま
り
、
社

会
か
ら
高
い
評
価
が
得
ら
れ
社
員
採
用
面

に
於
い
て
も
有
利
に
な
っ
て
く
る
。

健
康
経
営
が
社
会
を
変
え
る

第24回食と文化フォーラムで挨拶をする道見理事長
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企
業
の
健
保
組
合
が
政
府
管
掌
保
険
よ
り
負

担
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
下
に
於
い

て
、
健
保
組
合
の
解
散
が
増
え
政
府
管
掌
保
険

に
変
更
し
て
い
る
事
は
［
健
康
経
営
］
を
経
営

の
柱
と
し
て
取
り
入
れ
る
事
が
求
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
［
健
康
経
営
］
の
中
身
は
単
な
る
春
、
秋
の

健
康
診
断
に
留
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、

　

1
．
食
生
活
の
在
り
方

　

2
．
運
動
の
在
り
方

　

3
．�

家
庭
環
境
、
企
業
環
境
を
含
め
た
心
の

在
り
方

　

4
．
そ
れ
を
支
援
す
る
医
療
の
在
り
方

を
含
め
従
業
員
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
行

き
、
活
気
あ
る
職
場
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
こ
と

が
企
業
の
業
績
向
上
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の

と
確
信
致
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
出
勤
率
の
向

上
に
よ
り
人
手
不
足
時
代
に
対
応
出
来
、
そ
の

蓄
積
が
国
家
の
医
療
福
祉
費
の
減
少
に
繋
が
り

社
会
が
活
力
あ
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の

と
確
信
致
し
ま
す
。

　

当
財
団
は
平
成
5
年
食
の
安
全
、
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
経
済
界
、
教
育
界
、
医
学
会
、
栄

養
学
会
、
司
法
界
の
方
々
が
参
画
さ
れ
設
立
と

な
っ
た
財
団
で
す
。
健
康
経
営
が
目
指
す
今
後

の
企
業
、
団
体
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
よ
り

一
層
お
役
に
立
て
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
財
団
は
3
月
23
日
の
理
事
会
に
於

い
て
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
、
5
月
25
日
の
理
事
会
、
6
月
13
日
の
評
議

員
会
に
於
い
て
平
成
29
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
は
限
ら
れ

た
貴
重
な
賛
助
会
費
を
基
本
に
、
高
く
評
価
を

頂
い
て
い
る
①［
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
］
を

昨
年
よ
り
1
回
少
な
い
が
、
札
幌
、
岡
山
、
福

岡
に
於
い
て
計
画
②
食
の
安
全
と
健
康
相
談
③

食
の
安
全
と
健
康
ツ
ア
ー
④
企
業
、
団
体
か
ら

の
委
託
事
業
⑤
年
2
回
の
広
報
誌
［
輝
］
の
発

行
等
を
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
色
々

な
機
会
を
捉
え
［
健
康
経
営
］
を
啓
蒙
し
企

業
、
団
体
の
大
き
な
経
営
の
柱
と
し
て
採
用
さ

れ
ま
す
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
理
事
会
に
於
い
て
当
財
団
が
予
算
の

厳
し
い
中
実
施
し
て
い
る
事
業
が
道
民
、
国
民

の
皆
様
方
に
ど
う
役
立
っ
て
い
る
か
、
ど
う
評

価
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
事
業

展
開
に
繋
げ
て
行
く
よ
う
に
し
て
は
如
何
か
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
財
団
と
致
し
ま

し
て
は
理
事
、
評
議
員
、
賛
助
会
員
な
ど
機
会

あ
る
ご
と
に
ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な

が
ら
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第24回食と文化フォーラムより
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一
般
財
団
法
人
食
と
健
康

財
団
の
理
事
会
は
5
月
25
日

に
、
評
議
員
会
は
6
月
13
日

に
札
幌
で
執
り
行
わ
れ
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
全
て
の
案
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
道
見
理
事
長
の
挨

拶
で
は
、
札
幌
と
岡
山
で
開

催
し
た
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
厳

し
い
財
団
運
営
の
中
、
食
品

の
安
全
と
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
啓
発
事
業
を
継
続
実
施

し
て
い
く
決
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、
新
し
く
健
康
経
営
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
啓
蒙
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

基本方針
 1　 当財団は昨年 8月で創立 24 周年目を迎えました。
　1993 年（平成 5年）8月 12 日に財団法人北海道食品科学技術振興財団と
して設立し、2006 年（平成 18 年）7月に財団法人北海道食と健康財団と名
称変更後、公益法人制度改革関連三法により、2010 年（平成 22 年）4月か
ら北海道で第 1号の一般財団の認可を受け新財団へ移行し、現在の名称「一
般財団法人　食と健康財団」となりました。

 2　 これまで様々な観点から食品の衛生、食品の安全・安心の啓発活動、食生活
の改善に関する調査研究や食育等をおこなうとともに、病気の予防と健康
の増進に寄与することに努めてきました。
　平成 30 年度は食生活の改善と健康長寿、未病、運動など多角的な観点か
ら調査・研究し、実践的なライフスタイル・健康生活に係わる啓発活動と企
業、団体等に健康経営の啓蒙活動も推進していきたいと考えております。

事業計画
1　調査研究
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、食
品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する書籍・資料を収集し、調査研究
して相談業務・各種フォーラム及び情報誌発行など各種財団事業の推進に活用し
ます。また、各種の講演会等に参加し情報収集します。

2　広報活動
（1）会報の発刊

　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、専門知識を有する管理栄養士、医師、教育者、料理研究家等からの情
報、さらに各種フォーラムの情報をもとに、明るく読みやすい財団の広報誌
「輝」を年 2回程度発行します。
　内容は各種フォーラム・大会の情報発信、管理栄養士からの健康情報提
供、マイクッキングなど。
　賛助会員、大学・短大、官庁、市町村教育委員会などの関係者に無料で配
布します。

（2）マスメディアの活用
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、
①ホームページを活用して、財団の事業活動の内容についての広報・啓発
活動を実施し、情報発信をしてまいります。

　財団の 1年間の事業報告及び収支決算書等、また事業計画・予算なども
ホームページ上に掲載します。

②第 24 回食と文化フォーラムの講演内容を 5月上旬に毎日新聞に、また
各種雑誌にも掲載します。

③その他財団の関係する事業については、各マスメディアをとおして広報
いたします。

（3）普及啓発事業─賛助会員の拡大
　賛助会員数ですが、平成 30年 2月末では 1,644 人で、会費収入は 2月末で
8,495,000 円となっています。平成 30年度も玄米酵素が札幌で開催する「全
国販売店（新設・育成）研修会」や全国各地で開催される研修会等で会員の
入会促進を図り、札幌と道外 2都市で開催します「食と文化フォーラム」、並
びに「食と健康元氣ツアー」を活用して会員の拡大を図ってまいります。
　また、広報誌「輝」の配布やホームページなど多様な媒体を生かして、財
団の賛助会員の入会及び更新、会費納入に遅滞している会員のフォローも図
ります。

3　シンポジウム等の開催
（1）「食と文化フォーラム」（札幌）の開催

　平成 30 年度当該フォーラムは毎日新聞社と共催して、第 24 回目のフォー
ラムとなります。
　テーマは「�時代進化の中で食品の安全と医療は本当に国民に役立っている

のか‼　〜なぜ病気と病人は増え続けるのか〜」

○第 24 回「食と文化フォーラム」の概要
　日　時　平成 30 年 4 月 15 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　札幌グランドホテル　　入場料　無料

　　第 1部　基調講演
演目　人間はいつまでがんと闘い続けるのか
� 〜がん研究一筋から見えてくるもの〜
講師　公益財団法人札幌がんセミナー理事長・北海道大学名誉教授　小林　博　氏

　　第 2部　特別講演
演目　世界の頂点に立つ者の極意　〜最高の心・技・体への追及〜
講師　長野オリンピック金メダリスト・㈱ two.seven代表取締役　清水　宏保　氏

　フォーラムの要旨は 5月の毎日新聞の紙面に掲載し、また、当財団の広報誌
「輝」にも掲載し賛助会員を中心に配付します。

（2）各種食育事業の実施
　食養・予防医療・地域医療などに係わる健康・医療に関する事業を後援・
共催などして他団体と連携して実施していきます。

（3）講習会・研修会等の活動
　不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与することを目的と
し、食品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する「食と文化フォーラ
ム」の講演会を道外 2会場で開催します。
　本年は、岡山県岡山市、福岡県福岡市で開催します。

○岡山フォーラムの概要
　日　時　平成 30 年 4 月 21 日（土）　午後 1時 30 分開演
　会　場　岡山国際交流センター　国際会議場　　入場料　1,000 円
　第 1部　基調講演

演目　何か見落としていないか現代医療
　　� 〜国民の勘違い、医療の勘違い〜
講師　NPO法人　薬害センター理事長・Tokyo�DD�Clinic院長　内海　聡　氏

　第 2部　特別講演
演目　今の赤ちゃんは何か変では！！
� 〜噛む、よだれ、アレルギー　そこに潜むものは〜
講師　日本歯科大学客員教授　中野　智子　氏

○福岡フォーラムの概要
　日　時　平成 30 年 6 月 24 日（日）　午後 1時 30 分開演
　会　場　ホテル　福岡ガーデンパレス　ガーデンホール
　入場料　1,000 円
　第 1部　基調講演

演目　なぜ不妊症は増え続けるのか
　　　健康な赤ちゃんを授かるには
　　　〜時代は親も子供も何が変わったのか〜
講師　�元桑名市民病院（副院長・産婦人科医長）・�

� 現市立伊勢総合病院医師　中山　尚夫　氏
　第 2部　特別講演

演目　現代は本当に食は安全なのか
　　　〜美味しい、安い、その実態は〜
講師　フードプロデューサー　南　清貴　氏

（4）食と健康・元氣ツアーの開催
　真の豊かな伝承的食文化を推進することを目的とし、①食に関する健康講
座、②自然食と有機農産物の賞味・収穫体験事業を専門知識を有する管理栄
養士等が同行し、次のとおり洞爺健康館及び洞爺自然農園で実施します。
　春の部は 6月 28 日（木）イチゴ狩り〈洞爺自然農園〉
　秋の部は 9月 26 日（水）バーベキュー〈洞爺自然農園作物と魚介類〉
　秋の部では、収穫感謝祭も同日に実施します。洞爺健康館での温泉を楽し
んでいただきます。定員はそれぞれ 40 名。初めての方にも参加を誘いかけ
ていきます。

4　健康経営のアドバイスと啓蒙活動、食生活指導
　国が進める健康経営の主旨に則り、地方自治体や健康経営を推進する企業、団
体等に健康づくりのアドバイス、並びに啓蒙活動を行っていきます。
　また、専門知識を有する管理栄養士が不特定多数の方々の病気の予防及び健康
の増進に寄与することを目的に、フリーダイヤルをはじめ様々な機会を活用し
て、食品の安全性・栄養相談を受けて、食生活の改善及び食育などに関する食生
活指導も行います。企業、団体等からの委託業務の実施もいたします。

平成30年度　事業計画

理
事
会
・

評
議
員
会
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第
24
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

時
代
進
化
の
な
か
で

食
品
の
安
全
と
医
療
は

本
当
に
国
民
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
!!

�
～
な
ぜ
病
気
と
病
人
は
増
え
続
け
る
の
か
～

　

第
24
回
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
時
代
進
化
の
な
か
で
食
品
の
安
全
と
医
療
は
本
当
に
国
民

に
役
立
っ
て
い
る
の
か
〜
な
ぜ
病
気
と
病
人
は
増
え
続
け
る
の
か
〜
」（
毎
日
新
聞
社
・
一
般
財

団
法
人
食
と
健
康
財
団
主
催
）
が
、
4
月
15
日
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
食
と
健
康
財
団
・
道
見
重
信
理
事
長
、
毎
日
新
聞
社
北
海
道
支
社
・
吉
野
理

佳
支
社
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
公
益
財
団
法
人
札
幌
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
理
事
長
・
北
海
道
大
学
名
誉

教
授
の
小
林
博
先
生
に
よ
る
「
人
間
は
い
つ
ま
で
、
が
ん
と
闘
い
続
け
る
の
か
〜
が
ん
研
究
一

筋
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
〜
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
増
え
続
け
る
が
ん
と
の
向
き

合
い
方
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
株
式
会
社 tw

o.seven 

代
表
取
締
役

の
清
水
宏
保
氏
に
よ
る
特
別
講
演
「
世
界
の
頂
点
に
立
つ
者
の
極
意
〜
最
高
の
心
・
技
・
体
へ

の
追
及
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
幼
少
期
の
ぜ
ん
そ
く
を
克
服
し
、
金
メ
ダ
リ

ス
ト
に
な
る
ま
で
の
成
功
体
験
や
現
役
を
引
退

し
て
か
ら
の
事
業
で
の
苦
労
体
験
を
お
話
さ

れ
、
観
客
は
プ
ラ
ス
思
考
と
何
事
に
も
挑
戦
す

る
姿
勢
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

開会の挨拶をする毎日新聞社
北海道支社長の吉野理佳氏



2018（平成30）年7月25日　かがやき　第50号 6

「
が
ん
」
と
は
何
か

　
私
は
が
ん
の
病
理
学
が
専
門
で
す
。
亡
く

な
っ
た
方
を
解
剖
し
て
、
臨
床
医
の
診
断
や

治
療
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
臨
床
医

と
一
緒
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
私

が
生
涯
を
か
け
て
研
究
し
学
ん
で
き
た
が
ん

に
つ
い
て
、
が
ん
と
は
何
か
、
人
間
は
な
ぜ

が
ん
と
闘
う
の
か
、
い
つ
ま
で
が
ん
と
闘
う

の
か
、
最
後
に
私
か
ら
の
お
願
い
─
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
の
「
が
ん
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
。

　
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
は
、
が
ん
が
出
来

立
て
の
こ
ろ
は
静
か
で
顔
つ
き
も
正
常
細
胞

と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
で
す
が
、
が
ん
化
す

る
と
細
胞
は
遺
伝
的
に
不
安
定
に
な
り
、
時

間
と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
悪
性
化
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
が
ん
細
胞
の
顔
つ
き
も
次

第
に
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
そ
の
ス

ピ
ー
ド
は
早
い
人
と
遅
い
人
が
い
ま
す
＝
図

1
。
非
常
に
早
く
悪
く
な
る
が
ん
も
あ
る
一

方
で
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
り
悪
性
度
も
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
ら
な
い
が
ん
も
あ
る
の
で

す
。
以
前
、
が
ん
に
な
っ
て
も
何
も
す
る
な

と
い
う
本
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
確
か
に
次
頁
の
図
の
中
の
A
グ

ル
ー
プ
の
が
ん
は
手
術
し
て
も
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
D
グ
ル
ー
プ
の
が
ん
は
放
っ
て
お
い

て
も
そ
れ
ほ
ど
問
題
な
い
。
だ
か
ら
何
も
す

る
な
と
い
う
ご
意
見
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
実
際
に
は
A
と
D
の
グ
ル
ー
プ
は
極
め

て
少
な
く
、
B
と
C
の
グ
ル
ー
プ
の
が
ん
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
不
変
の
原
則
で
す
。

　
が
ん
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
治
療
法
が

あ
る
か
。
ま
ず
は
外
科
で
す
。
最
近
は
内
視

鏡
手
術
が
発
達
し
て
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
も

第
1
部
　
基
調
講
演

人
間
は
い
つ
ま
で

が
ん
と
闘
い
続
け
る
の
か

�

〜
が
ん
研
究
一
筋
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
〜

公
益
財
団
法
人
札
幌
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
理
事
長
／
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
　
小
林
　
　
博
　
氏

小林　　博（こばやし・ひろし）
公益財団法人札幌がんセミナー理事長
北海道大学名誉教授
1927 年札幌生まれ。
52 年北大医学部卒。
66 年北大教授（医学部でがんの病理学を専攻）。90 年日本癌学
会会長。91 年北大定年とともに北大名誉教授、その後内閣府所
管公益財団法人「札幌がんセミナー」理事長。その間、放送大
学学園客員教授、日本がん予防学会理事長など。

著書：多数。最近のものとして「人間腫瘍学」「がんの未来学」
「なぜがんと闘うのか」「元気に老いてがんで逝く」（いずれも公
財・札幌がんセミナー 2017 年発行）。
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図1

進
ん
で
い
ま
す
。
化
学
療
法
も
、
昔
は
副
作

用
で
亡
く
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
「
分
子
標
的
療
法
」
と
い
っ
て
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
が
ん
を
攻
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
さ
ら
に
あ
ら
か
じ

め
患
者
さ
ん
の
が
ん
の
遺
伝
子
を
調
べ
て
そ

れ
に
合
う
薬
を
見
つ
け
る
「
ゲ
ノ
ム
医
療
」

と
い
う
も
の
も
進
み
、
副
作
用
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
は
、
免
疫
療

法
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
2
割
く
ら
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い
の
が
ん
患
者
に
し
か
効
果
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
が
ん
の
治
療
法
は
1
日
1
日
進
歩
し

て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
い
い
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
60
〜
70
％
の
人
が
5
年

生
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
は
治
療
の
進
歩
も
あ
り
ま
す
が
、
看
護

師
さ
ん
た
ち
の
目
に
見
え
な
い
看
護
の
力
も

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
研
究
を
振
り
返
っ
て
、
す
べ
て
の
分

野
に
お
い
て
人
類
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
き

な
貢
献
に
な
っ
て
い
る
か
考
え
て
み
ま
す

と
、
最
大
の
貢
献
は
「
画
像
診
断
」
の
進
歩

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
昔
は
レ
ン
ト
ゲ

ン
で
し
た
ね
。
今
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
か
な

り
小
さ
な
初
期
の
が
ん
で
も
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
早
く
見
つ
か
れ

ば
早
く
治
療
で
き
ま
す
か
ら
当
然
治
療
成
績

も
良
く
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
血
液
1
滴
で
が
ん
が
分
か
る
研
究

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
試
験
段
階

で
す
。
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
も
が
ん
が
あ
る
程
度

大
き
く
な
ら
な
い
と
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の

点
、
画
像
診
断
は
場
所
が
き
ち
っ
と
出
て
き

ま
す
。
も
う
一
つ
の
大
き
な
貢
献
は
「
鎮
痛

剤
」
で
す
。
昔
は
が
ん
に
な
る
と
痛
み
に
苦

し
み
な
が
ら
亡
く
な
る
方
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
薬
で
痛
み
を

止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
画

像
診
断
と
鎮
痛
剤
、
こ
の
二
つ
が
人
類
に

と
っ
て
最
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。な

ぜ
「
が
ん
」
と
闘
う
の
か

　

が
ん
に
な
っ
た
ら
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

が
ん
と
闘
い
ま
す
か
？

　

私
の
知
っ
て
い
る
あ
る
方
は
ど
ん
な
に
強

い
副
作
用
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
抗
が
ん
剤

を
使
っ
て
ほ
し
い
と
頼
み
、
副
作
用
に
苦
し

み
な
が
ら
旅
立
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
別
の

患
者
さ
ん
は
生
へ
の
執
着
を
心
の
中
に
強
く

残
し
な
が
ら
も
、
が
ん
と
対
話
し
な
が
ら
達

観
し
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
方

は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
抗
が
ん
剤
を
使
っ
て

ほ
し
い
と
特
定
の
薬
を
ご
希
望
さ
れ
、
そ
れ

を
薄
め
て
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
で
治
る

ん
だ
と
安
心
し
て
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
が
ん

と
「
対
決
す
る
」
か
、
あ
る
い
は
仲
良
く

「
対
話
」
す
る
か
、
が
ん
の
闘
い
方
は
い
ろ

い
ろ
で
す
。
私
も
そ
う
い
う
患
者
さ
ん
た
ち

の
姿
を
見
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
間
は
な
ぜ
が
ん
と
闘
う
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
「
が
ん
は
怖
い
」「
が
ん
＝
死
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

「
が
ん
と
の
闘
い
」
は
「
死
と
の
闘
い
」
と
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思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

死
と
の
闘
い
の
苦
し
み
を
癒
す
方
法
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て
こ

の
世
に
生
を
受
け
た
の
は
超
奇
跡
の
偶
然

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
膨
大
な
数

の
精
子
の
中
の
1
個
が
と
く
に
選
ば
れ
て
卵

子
と
結
合
し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち

は
広
大
な
宇
宙
の
中
で
ご
く
ご
く
小
さ
な
地

球
の
一
点
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
ま
た
人

生
1
0
0
年
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
人
類
始

ま
っ
て
6
0
0
〜
7
0
0
万
年
の
永
劫
な
る

世
界
の
な
か
の
一
瞬
を
生
き
て
い
ま
す
。
こ

の
6
0
0
〜
7
0
0
万
年
の
な
か
で
生
ま
れ

て
亡
く
な
っ
た
人
の
数
は
1
1
2
0
億
人
と

の
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
や
っ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
今
こ
う

し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
ま
こ

と
に
不
自
然
な
の
と
、
あ
る
い
は
異
常
な
こ

と
で
あ
り
、
何
か
超
特
別
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
と
言
っ
て
良
い
の
で
す
。
生
と
死
は
一

体
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
死
は
生
ま
れ

る
前
に
戻
る
」、
と
考
え
る
と
気
持
ち
が
少

し
楽
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

が
ん
で
死
な
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
は
が

ん
に
な
ら
な
い
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
が
ん
の

主
な
原
因
は
遺
伝
子
の
突
然
変
異
で
す
。
何

が
遺
伝
子
の
異
常
を
も
た
ら
す
か
。
環
境
の

中
で
が
ん
を
誘
発
す
る
も
の
は
タ
バ
コ
や
食

べ
物
な
ど
で
す
。
私
が
今
日
、
特
に
皆
さ
ん

に
強
調
し
た
い
の
は
、
妊
娠
の
可
能
性
の
あ

る
若
い
女
性
の
皆
さ
ん
は
十
分
生
活
に
注
意

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
妊
娠
初
期

は
本
人
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
な
ど
の
注
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。「
経
胎
盤
性
発
が
ん
」
と
い
っ

て
、
親
の
受
け
た
発
が
ん
因
子
の
影
響
が
生

ま
れ
て
く
る
子
供
に
移
行
し
が
ん
を
誘
発
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
の
原
因
は
2
世

代
に
わ
た
っ
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
小
児
医
学
は
か
な
り
進
歩
し
て
い
ま

す
が
胎
児
医
学
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
未
開
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女

性
の
方
は
禁
煙
す
る
な
ど
の
健
康
管
理
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ど
ん
な
に
が
ん
に
な
ら
な
い
努
力

を
し
て
い
る
人
で
も
が
ん
に
は
な
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
長
生
き
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
が

ん
に
な
る
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
事
で

す
。
火
事
も
ぼ
や
の
う
ち
に
消
さ
な
い
と
、

や
が
て
大
火
に
な
り
ま
す
ね
。
時
間
が
経
て

ば
経
つ
ほ
ど
が
ん
は
必
ず
悪
く
な
り
、
転
移

し
た
り
周
辺
に
浸
潤
を
起
こ
し
ま
す
。
初
期

の
が
ん
は
小
さ
く
て
取
り
や
す
い
か
ら
良
い

の
で
は
な
く
、
早
い
段
階
の
が
ん
は
ま
だ
悪

性
化
し
て
い
な
い
か
ら
良
い
と
い
う
の
が
正

し
い
理
解
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
私
自
身
肺
が
ん
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
の

時
に
せ
き
が
出
て
、
か
ぜ
で
も
な
い
の
に
変

だ
な
と
気
に
な
っ
て
受
診
し
た
ら
肺
が
ん
が

見
つ
か
り
手
術
し
ま
し
た
。
が
ん
に
対
す
る

関
心
を
普
段
か
ら
持
っ
て
い
た
か
ら
、
少
し

お
か
し
い
と
思
っ
た
時
に
す
ぐ
受
診
し
た
の

が
良
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　

で
も
最
近
は
、
が
ん
で
死
ぬ
の
も
悪
く
な

い
ね
と
い
う
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
3
大
死
因
の
う
ち
心
筋
梗
塞
や
脳
出

血
で
一
瞬
で
あ
の
世
に
逝
か
れ
る
の
が
い
い

か
、
が
ん
と
な
っ
て
苦
し
い
一
定
期
間
を
経

て
か
ら
逝
く
の
が
よ
い
か
。
が
ん
が
そ
う
悪

く
な
い
と
思
わ
れ
る
一
つ
の
根
拠
は
、
が
ん

と
闘
っ
て
い
る
間
に
別
れ
の
言
葉
や
感
謝
の

言
葉
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
家

族
と
の
絆
も
深
め
ら
れ
る
、
尊
厳
死
が
選
べ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
悪
く
な

い
と
い
う
ご
意
見
が
出
て
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
死
亡
率
と
ダ
リ
ー
の
関
係
で

す
＝
図
2
。
ダ
リ
ー
と
は
そ
の
病
気
の
苦
し

み
の
程
度
×
闘
病
年
数
の
こ
と
で
す
。
図
を

見
ま
す
と
、
が
ん
で
亡
く
な
る
方
は
多
い
で

す
が
ダ
リ
ー
は
比
較
的
小
さ
い
。
そ
の
一
方

で
精
神
・
神
経
系
疾
患
で
亡
く
な
ら
れ
る
方

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
け
れ
ど
、
ダ
リ
ー
は

非
常
に
大
き
く
て
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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こ
と
で
す
＝
図
3
。
死
亡
年
齢
は
全
国
レ
ベ

ル
で
出
る
の
で
す
が
、
罹
患
年
齢
は
が
ん
登

録
が
き
ち
っ
と
で
き
て
い
な
い
と
分
か
ら
な

い
の
で
、
宮
城
県
の
友
人
に
頼
ん
で
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
が
ん
死

亡
年
齢
と
罹
患
年
齢
が
共
に
並
行
し
て
右
肩

上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
罹
患
年
齢
が
遅
く
な
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
禁
煙
や
食
べ
物
に
気
を
つ
け
る

よ
う
に
な
り
生
活
習
慣
が
改
善
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
大
気
汚
染
が
な
く
な
る
な
ど
社
会
環

境
が
良
く
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
「
社
会
が

成
熟
化
」
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
「
人
口

の
高
齢
化
」
の
せ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
い
く
と
、
80
代
、
90
代
で
が
ん
に
か
か
る

時
代
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

　

が
ん
死
亡
患
者
の
数
も
変
化
が
予
想
さ
れ

ま
す
＝
図
4
。
今
は
年
間
約
1
0
0
万
人
が

が
ん
に
な
り
、
36
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
が
ん
死
亡
者
は
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
っ
て
、
や
が
て
40
万
人
に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
し
ば
ら
く

い
つ
ま
で
「
が
ん
」
と
闘
う
の
か

　

で
は
我
々
は
「
い
つ
ま
で
が
ん
と
闘
う
の

か
」。
昔
は
が
ん
死
亡
年
齢
は
50
歳
く
ら
い

で
し
た
が
、
今
は
70
歳
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
で
亡
く
な
る
方
は
、
男
性
で
71

歳
、
女
性
で
73
歳
。
が
ん
死
亡
年
齢
が
だ
ん

だ
ん
遅
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
医
療

が
進
歩
し
て
き
た
か
ら
と
い
う
の
も
あ
り
ま

す
が
、
一
番
の
理
由
は
が
ん
の
罹
患
年
齢

（
発
見
年
齢
と
同
じ
）
が
遅
く
な
っ
て
き
た

図3

図2

図4
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第24回食と文化フォーラム

時代進化のなかで食品の安全と医療は本当に国民に役立っているのか!!～なぜ病気と病人は増え続けるのか～

ん
に
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
も
だ
れ
も
闘
お

う
と
は
思
わ
ず
に
、
短
い
闘
病
で
静
か
に
息

を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
で
す
か
。
ぴ
ん
ぴ
ん
元
気
に
生

き
て
、
あ
る
日
コ
ロ
リ
と
死
ぬ
。
医
療
、
経

済
的
に
は
こ
れ
も
い
い
で
す
が
、
私
は
ぴ
ん

ぴ
ん
枯
れ
る
、
元
気
に
生
き
て
、
90
歳
や

1
0
0
歳
に
な
っ
て
枯
れ
る
よ
う
に
死
ん
で

い
く
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
枯
れ
る
）
が
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
か
ら
の
お
願
い
─ 

「
が
ん
」
に
な
っ
て
も 

パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　

最
後
に
「
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い
」
で

す
。
が
ん
と
言
わ
れ
る
と
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
食
材
が
効

く
と
言
わ
れ
る
と
3
食
そ
れ
ば
か
り
食
べ
た

り
、
怪
し
げ
な
薬
な
ど
を
次
々
に
購
入
し
て

大
金
を
使
っ
た
り
、
中
で
も
多
い
の
は
う
つ

状
態
に
な
る
こ
と
で
、
ま
れ
な
が
ら
自
殺
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
落
ち
着
い

た
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
普
段
か

ら
心
の
準
備
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
家

族
、
友
人
、
さ
ら
に
医
療
者
と
そ
の
日
の
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
話
し
合
っ
て
お
き

続
い
た
あ
と
、
2
0
5
0
年
〜
55
年
こ
ろ
に

な
っ
て
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
減
り
始
め
、

2
1
0
0
年
ご
ろ
に
は
22
万
人
く
ら
い
ま
で

減
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ず
い

ぶ
ん
先
の
話
で
す
ね
。
こ
れ
は
直
感
的
に
医

学
の
進
歩
の
せ
い
と
お
考
え
に
な
る
で
し
ょ

う
が
、
人
口
が
減
る
か
ら
が
ん
に
な
る
人
も

減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
が
ん
と
の
闘
い
は
人
類
あ
る
限

り
永
遠
に
続
く
の
で
す
。
人
間
は
必
ず
老
化

し
、
老
化
に
伴
っ
て
が
ん
が
や
っ
て
き
ま

す
。
し
か
し
今
ほ
ど
に
は
壮
絶
な
闘
い
の
時

代
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
。

　

80
歳
、
90
歳
、
1
0
0
歳
に
な
っ
て
初
め

て
が
ん
に
な
る
時
代
が
く
る
か
ら
で
す
。
そ

う
な
る
と
が
ん
は
無
理
に
闘
う
相
手
で
は
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
私
の
姉
も
96
歳
で
肺
が

た
い
も
の
で
す
。「
将
来
に
備
え
る
ケ
ア
プ
ラ

ン
」
Ａ
Ｃ
Ｐ
＝A

dvance�Care�Planning

を
事
前
に
用
意
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
「
自
分
の
命
は
あ
と
30
日
し
か
な

い
」
と
思
い
込
む
よ
う
に
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
今
ま
で
大
事
だ
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
そ
う
で
も
な
か
っ
た
り
、
粗

末
に
し
て
い
た
こ
と
が
大
事
に
思
え
て
き
た

り
、
人
生
観
が
変
っ
て
き
ま
す
。
ご
自
分
が

健
康
な
う
ち
に
、
老
い
や
死
に
向
か
う
心
構

え
を
し
準
備
を
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（
健
康
の
基
礎
知

識
）
を
知
る
た
め
に
は
ま
ず
、
健
康
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
健
康
に
つ
い
て
学
ん
だ
ら
、
禁
煙

な
ど
の
行
動
を
お
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
だ
け
で
な
く
ア
ク
シ
ョ
ン
を

お
こ
す
の
で
す
。
特
に
未
来
あ
る
子
供
た
ち

に
そ
れ
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
私
た
ち
の
財
団
で
子
供
向
け
の
が
ん
教

育
、
健
康
教
育
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
製
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
札
幌
の
街
が
大
好
き

で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
健
康
面
で
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
が
ん
死
亡
率
は

高
く
、
喫
煙
率
も
高
い
の
で
す
。
中
で
も
札

幌
の
喫
煙
率
が
政
令
都
市
の
中
で
1
位
な
の

だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
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第
2
部
　
特
別
講
演

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
／
株
式
会
社�tw

o.seven�

代
表
取
締
役　

清
水　
宏
保　
氏

世
界
の
頂
点
に
立
つ
者
の
極
意

�

～
最
高
の
心
・
技
・
体
へ
の
追
及
～

清水　宏保（しみず・ひろやす）
　
1974 年、帯広市生まれ。
幼少の頃からスケートを始め、スピードスケート短距離界で活躍。1998
年長野オリンピックで 500 メートル金メダル、1000 メートル銅メダルを
獲得、2002 年ソルトレークオリンピックで 500 メートル銀メダルを獲
得。2010 年に現役を引退。その後、大学院にて医療経営学を学び、現在
は弘前大学大学院社会医学講座にて医学博士取得を目指している。また
札幌市内で株式会社「two・seven」代表取締役を務める傍らテレビ出
演、講演活動などの活動。北海道千歳リハビリテーション大学客員教授。

　

第
2
部
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
清
水
宏
保
さ
ん
が
「
世
界
の
頂
点

に
立
つ
者
の
極
意
〜
最
高
の
心
・
技
・
体
へ

の
追
求
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
清
水
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
ぜ
ん

そ
く
で
苦
し
ん
で
き
た
過
去
を
語
り
ま
し

た
。「
僕
に
と
っ
て
は
、
運
動
会
に
出
る
こ

と
さ
え
も
成
功
体
験
で
し
た
。
人
か
ら
見
れ

ば
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
で
も
、
僕

に
と
っ
て
は
勇
気
を
与
え
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
体
験
で
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
も
ぜ
ん
そ
く

を
克
服
す
る
た
め
に
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ん
そ

く
患
者
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
僕
は
小
さ
な
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

積
み
重
ね
が
金
メ
ダ
ル
に
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
病
気
や
ケ
ガ
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
克
服
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
力
説
し
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
現
在
、
札
幌
で
暮
ら
し
株
式
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第24回食と文化フォーラム

時代進化のなかで食品の安全と医療は本当に国民に役立っているのか!!～なぜ病気と病人は増え続けるのか～

ん
な
工
夫
で
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
結
果
が
出
な
く
て
も
く

さ
ら
な
い
。
苦
し
い
と
き
に
ど
う
い
う
挑
戦

を
し
て
い
く
か
、
そ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
、
ぜ

ん
そ
く
だ
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
い
な
が

ら
も
工
夫
し
て
頑
張
っ
て
み
る
。
無
理
と
言

わ
れ
て
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
僕
は

思
い
ま
す
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

会
社
「tw

o.seven

」（
ト
ゥ
・
セ
ブ
ン
）
の

代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
ま
す
。「tw

o.
seven

」
は
、
リ
ハ
ビ
リ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
な
ど
の
運
営
を
す
る
会
社
で
す
。

　

金
メ
ダ
ル
を
取
る
た
め
体
を
鍛
え
て
き
た

清
水
さ
ん
は
、
け
が
に
も
泣
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
海
外
で
交
通
事
故
に
遭
遇
し
腰

を
痛
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
困
難
を
克
服
す
る

た
め
リ
ハ
ビ
リ
の
勉
強
を
し
た
と
言
い
ま

す
。
現
役
を
退
い
て
か
ら
あ
る
医
師
に
「
本

格
的
に
医
療
の
勉
強
を
し
て
み
た
ら
」
と
勧

め
ら
れ
、
2
年
間
日
本
大
学
の
大
学
院
に
通

い
医
療
経
営
学
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
加
え
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
も
開
設
。
理
学
療
法
士
が
い
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
近

く
、
札
幌
市
白
石
区
内
に
も
店
を
開
設
す
る

予
定
で
す
。

　

清
水
さ
ん
は
「
事
業
も
初
め
か
ら
順
風
満

帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
の
施
設
だ
と
思
わ
れ

て
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
だ
か
ら
自
分
で
夜

中
か
ら
早
朝
に
掛
け
て
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
に

配
る
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
し
ま
し
た
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
の
か
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
事
業
で
苦
労
し
た
体
験
を
説
明
。

　
「
重
要
な
の
は
、
プ
ラ
ス
思
考
で
す
。
ど
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食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
岡
山

時
代
進
化
の
な
か
で

食
品
の
安
全
と
医
療
は

本
当
に
国
民
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
!!

～
な
ぜ
病
気
と
病
人
は
増
え
続
け
る
の
か
～

　
4
月
21
日
、
食
と
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
岡
山
が
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
国
際
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
母
親
の
姿
や
若
い
女
性
の

来
場
者
が
目
立
ち
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、一
般
財
団
法
人
食
と
健
康
財
団
道
見
理
事
長
か
ら
、社
会
が
発
展
し
、科
学
技
術
が
進
歩

し
、食
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、は
た
し
て
本
当
に
、現
代
医
療
や
食
品
の
安
全

性
が
、私
達
国
民
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、お
二
人
の
講
師
を
お
呼
び
し
た

経
緯
を
お
話
さ
れ
、皆
様
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薬
害
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
内
海
聡
先
生
が
、
現
代
医
療
で
使

わ
れ
て
い
る
薬
や
、
農
薬
、
食
品
添
加
物
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、『
よ
だ
れ
先
生
』
の
愛
称
の
日
本
歯
科
大
学
客
員
教
授
・
中
野
智
子
先
生
に
噛

む
こ
と
の
大
切
さ
や
食
育
と
歯
科
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開会の挨拶をする
理事長の道見重信

司会をつとめた
食と健康財団事務局次長の澤井 徹
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私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
西
洋
医
学
の
薬
は

一
切
使
い
ま
せ
ん
。
慢
性
的
な
病
気
の
人
し

か
来
な
い
か
ら
ね
。
が
ん
の
人
が
多
い
で

す
。
次
に
精
神
科
の
患
者
で
薬
を
や
め
た
い

と
い
う
人
が
多
い
。
あ
と
は
ス
テ
ロ
イ
ド
や

ア
レ
ル
ギ
ー
、
生
活
習
慣
病
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
の
薬
を
や
め
た
い
人
も
結
構
来
ま
す
。

　

ま
ず
、
薬
の
話
を
し
ま
す
。
最
初
は
精
神

科
系
。
今
、
日
本
は
精
神
科
に
か
か
っ
て
い

る
人
が
4
0
0
万
人
か
ら
4
5
0
万
人
ぐ
ら

い
い
ま
す
。
で
、
一
番
売
れ
て
い
る
精
神
薬

の
添
付
文
書
1
行
目
に
こ
う
書
い
て
あ
り
ま

す
。「
プ
ラ
セ
ボ
で
有
効
性
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
」。「
自
殺
は
増
え
る
」
と
も
書
い
て

あ
る
。
32
倍
く
ら
い
増
え
ま
す
。
さ
ら
に

「
重
大
な
副
作
用
」
と
し
て
、
悪
性
症
候

群
、
錯
乱
、
幻
覚
、
せ
ん
妄
、
け
い
れ
ん
、

劇
症
肝
炎
な
ど
、
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

よ
う
な
副
作
用
が
書
か
れ
て
る
。
副
作
用
の

発
現
率
は
68
・
5
％
。
つ
ま
り
翻
訳
す
る
と

「
こ
の
薬
は
水
を
飲
む
の
と
効
果
は
変
わ
り

な
い
。
自
殺
は
32
倍
ぐ
ら
い
増
え
る
。
で
、

死
ん
だ
り
す
る
副
作
用
が
10
人
中
7
人
ぐ
ら

い
に
起
こ
る
。
だ
か
ら
気
を
付
け
て
飲
ん
で

ね
」
っ
て
こ
と
で
す
。
向
精
神
薬
は
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
っ
て
ド
ラ
ッ
グ
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
再

取
り
込
み
阻
害
薬
で
細
胞
内
シ
ナ
プ
ス
濃
度

を
増
や
し
ま
す
。
抗
う
つ
薬
と
ま
っ
た
く
同

じ
な
の
で
す
。

　

次
の
問
題
は
ワ
ク
チ
ン
。
私
は
著
書
の

『
医
学
不
要
論
』
の
中
で
「
3
つ
の
聖
水
」

と
い
う
言
葉
を
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の

3
つ
が
精
神
薬
と
ワ
ク
チ
ン
と
抗
が
ん
剤
。

す
べ
て
効
か
な
い
。
そ
し
て
金
が
動
く
ビ
ッ

第
1
部
　
基
調
講
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薬
害
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
／Tokyo�DD�Clinic�

院
長　

内
海　
聡　
氏

内海　聡（うつみ・さとる）
NPO法人薬害研究センター理事長
Tokyo DD Clinic 院長
1974 年兵庫県生まれ。筑波大学医学専門学群卒業。
内科医として東京女子医科大附属東洋医学研究所、東京警察病院、牛久愛和総合病院勤務を経
て、牛久東洋医学クリニックを開業。
2013 年断薬を主軸としたTokyo�DD�Clinic を東京台東区にて設立。
執筆活動も精力的に行っており、精神医学の本質を暴いた「精神科は今日も、やりたい放題」
がベストセラーに。医学の正体や、社会構造、健康になるための食事法、波動量子学にいたる
まで著作は多数、数十冊に及ぶ。
FaceBook のフォロアー数は 15 万人を超え、日本第 5位。
2017 年現在　Tokyo�DD�Clinic 院長、NPO法人薬害研究センター理事長、㈱日本再生プロジェ
クトで病気の根本治療のための合宿を主宰、‘ うつみんのセレクトショップ ’ も運営している。

何
か
見
落
と
し
て
い
な
い
か

現
代
医
療

�

～
国
民
の
勘
違
い
、
医
療
の
勘
違
い
～
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グ
ビ
ジ
ネ
ス
。
だ
か
ら
聖
水
に
し
た
ん
で
す

ね
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
一
体
何
が
入
っ
て
い
る
の

か
。
当
然
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
ま
す
よ
ね
。

次
、
一
番
ワ
ク
チ
ン
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る

チ
メ
ロ
サ
ー
ル
っ
て
保
存
料
。
水
銀
で
す
。

次
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
。
こ
れ
も
神
経
毒
と
し

て
有
名
で
す
。
で
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
。
ホ
ル
マ
リ
ン
。
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

入
っ
て
ま
す
。
ポ
リ
ソ
ル
ベ
ー
ト
80
。
こ
れ

は
界
面
活
性
剤
で
す
。
そ
し
て
添
加
物
。
抗

生
物
質
。
で
、
最
後
に
動
物
性
の
遺
伝
子
と

ち
ゃ
ん
と
追
求
し
て
治
療
し
て
い
け
ば
、
何

も
し
な
い
よ
り
は
結
果
は
出
や
す
い
で

し
ょ
っ
て
い
う
こ
と
で
や
っ
て
ま
す
け
れ
ど

も
ね
。

　

あ
と
検
査
と
検
診
。
日
本
だ
け
で
す
、
検

診
を
真
面
目
に
や
っ
て
る
国
。
30
年
〜
40
年

前
に
い
ろ
ん
な
研
究
が
あ
っ
て
、
検
診
を
し

た
ほ
う
が
死
亡
率
が
高
い
っ
て
分
か
っ
た
ん

で
す
。「
早
く
発
見
し
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
？
」
っ
て
、
み
ん
な
そ
う
考
え

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
確
か
に
、
本
当
の
意

味
で
早
く
発
見
し
て
、
原
因
に
対
し
て
追
求

し
た
治
療
と
か
指
導
が
で
き
れ
ば
い
い
ん
だ

け
れ
ど
も
、
病
院
に
引
き
込
ま
れ
て
薬
を
出

さ
れ
た
り
治
療
的
な
行
為
を
さ
れ
る
結
果
、

早
死
に
す
る
っ
て
分
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
検

査
の
発
が
ん
性
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｔ

と
か
Ｍ
Ｒ
Ｉ
っ
て
い
う
の
は
電
磁
波
が
す
ご

い
強
力
で
、
Ｃ
Ｔ
は
放
射
線
も
い
っ
ぱ
い
出

し
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
検
診
で
2
2
0
以
下

が
正
常
と
な
っ
て
ま
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
生
体
の
ホ
ル
モ
ン
や
細
胞
の
膜
と
か
を

作
る
最
も
重
要
な
栄
養
素
で
す
。
高
く
な
い

と
駄
目
な
の
。
今
の
若
い
女
性
は
低
す
ぎ
で

す
。
血
圧
も
同
じ
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
や
血
圧
が
高
く
て
も
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞

増
え
な
い
と
い
う
科
学
的
デ
ー
タ
は
多
い
ん

で
す
よ
。
逆
に
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
が
ん
や

タ
ン
パ
ク
質
が
入
っ
て
ま
す
。
こ
れ
は
ウ
イ

ル
ス
を
培
養
す
る
時
に
、
豚
と
か
羊
、
牛
、

ヤ
ギ
と
か
の
腎
臓
や
膵
臓
の
細
胞
を
使
っ
て

培
養
す
る
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
「
ほ
ん
と
に
効
く
の
？
」
か
ら
始
め

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
麻
疹
、
風
疹
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
。
ど
れ
も
効
き
ま
せ
ん
。
で
、
子
ど

も
が
自
閉
症
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
る
。
ぜ

ん
そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
も

増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
免

疫
を
つ
け
て
く
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
。
免

疫
を
暴
走
さ
せ
る
っ
て
い
う
表
現
が
一
番
分

か
り
や
す
い
。

　

3
つ
目
の
聖
水
は
抗
が
ん
剤
。
何
が
一
番

問
題
か
。
寿
命
が
短
く
な
る
っ
て
い
う
こ

と
。
抗
が
ん
剤
は
全
部
の
細
胞
を
殺
す
毒
で

す
か
ら
、
が
ん
細
胞
も
10
％
か
20
％
ぐ
ら
い

は
縮
み
ま
す
。
だ
か
ら
効
い
た
っ
て
製
薬
会

社
は
言
う
ん
で
す
よ
。
で
も
こ
れ
4
週
間
ぐ

ら
い
し
か
試
験
し
て
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ

16
週
間
で
試
験
す
る
と
ど
う
な
る
か
分
か
り

ま
す
か
？　

リ
バ
ウ
ン
ド
す
る
ん
で
す
よ
。

世
界
中
の
科
学
者
が
認
め
て
る
こ
と
で
す
。

抗
が
ん
剤
や
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
何
も
し
な

い
ほ
う
が
ま
し
っ
て
く
ら
い
。
た
だ
、
が
ん

は
進
行
し
て
い
く
の
で
僕
は
何
も
し
な
い
の

は
お
薦
め
は
し
な
い
。
や
っ
ぱ
り
が
ん
に
は

原
因
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
原
因
を
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感
染
症
に
な
り
、
認
知
症
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
ま
す
。
だ
っ
て
血
を
送
れ
な
い
っ
て

こ
と
で
す
か
ら
末
梢
ま
で
。
免
疫
も
上
が
ら

な
い
し
、
栄
養
も
届
か
な
い
し
。
だ
か
ら
ど

ち
ら
も
高
値
安
定
が
い
い
の
。
僕
は
血
圧
は

年
齢
に
1
0
0
を
足
せ
っ
て
教
え
て
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
か
ら
。

　

何
で
こ
う
な
っ
て
る
の
か
改
め
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
医
学
ム
ラ
っ
て
や
つ

が
あ
る
と
し
ま
す
。
医
師
会
、
学
会
、
大
学

病
院
、
薬
剤
師
会
や
製
薬
会
社
、
文
科
省
、

厚
生
労
働
省
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
み
た
い

な
人
た
ち
が
こ
こ
に
い
ま
す
。
で
、
こ
の
人

た
ち
が
教
科
書
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
か

ら
利
権
が
生
じ
て
く
る
ん
で
す
。
売
れ
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
売
る
た
め
に
病
気
を
作

る
。
で
も
「
病
気
を
作
り
ま
す
」
と
は
言
え

な
い
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
は
病
気
を
予
防
し
ま

す
」
っ
て
言
っ
と
き
ゃ
い
い
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
医
療
費
は
減
り
ま
せ
ん
。
今
、
43
兆
円

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

あ
と
身
の
回
り
の
毒
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

ん
で
す
ね
。
一
番
気
を
付
け
た
ほ
う
が
い
い

の
は
人
工
甘
味
料
と
砂
糖
。
あ
と
添
加
物
、

遺
伝
子
組
み
換
え
。
日
本
は
世
界
で
一
番
遺

伝
子
組
み
換
え
導
入
し
て
ま
す
。
農
薬
の
基

準
は
日
本
は
世
界
一
悪
い
で
す
。
海
外
に
日

本
の
野
菜
を
持
っ
て
い
く
と
、
全
部
廃
棄
処

分
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ご
み
。
そ
れ
を
み
ん
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な
食
っ
て
ま
す
。
添
加
物
の
認
可
数
も
世
界

一
。
電
磁
波
の
規
制
も
、
先
進
国
で
唯
一
な

い
国
が
日
本
。
放
射
能
も
最
悪
で
す
。

　

こ
の
現
実
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
あ
る
っ

て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
は
社
会
毒
っ
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち

の
言
う
こ
と
決
ま
っ
て
る
の
。「
し
ょ
う
が

な
い
じ
ゃ
ん
」。
も
っ
と
原
点
か
ら
考
え
て

く
だ
さ
い
。
僕
は
『
医
学
不
要
論
』
の
中
で

「
先
住
民
を
見
習
い
な
さ
い
」
っ
て
書
い
た

ん
で
す
。
先
住
民
は
虫
歯
も
肥
満
も
な
い

し
、
遺
伝
子
障
害
、
知
的
障
害
と
か
も
ゼ
ロ

で
す
。
結
核
も
が
ん
も
膠
原
（
こ
う
げ
ん
）

病
も
な
い
こ
と
が
1
9
0
0
年
代
の
研
究
で

分
か
っ
て
ま
す
。
先
住
民
っ
て
ど
ん
な
も
の

食
べ
て
た
か
。
何
で
も
食
べ
て
た
ん
で
す

よ
。
自
然
に
あ
る
も
の
。
日
本
は
農
民
時
代

も
あ
り
ま
す
の
で
、「
ま
ご
わ
や
さ
し

い
」
っ
て
食
べ
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
否

定
す
る
気
は
な
い
で
す
。
基
本
的
に
は
動
物

性
食
品
も
植
物
性
食
品
も
ち
ゃ
ん
と
食
べ
れ

ば
い
い
。
雑
食
推
奨
で
す
。

　

あ
と
今
の
時
代
、
出
す
こ
と
も
大
事
。
化

学
物
質
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
き
て
る
か
ら
、
汗

か
い
た
り
脂
肪
燃
焼
し
た
り
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
ま
す
ね
。
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
は

や
り
で
す
よ
ね
。
た
だ
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
は

栄
養
不
足
の
人
に
や
る
と
逆
効
果
に
な
る
の

で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

東
洋
医
学
は
即
効
性
は
あ
ま
り
な
い
で
す

が
、
根
本
的
な
こ
と
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま

す
。
自
分
で
勉
強
で
き
る
か
ら
、
み
ん
な
が

勉
強
し
て
実
践
す
れ
ば
医
者
は
い
ら
な
く
な

り
ま
す
。

　

あ
と
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
症

状
の
意
味
で
す
ね
。
症
状
っ
て
体
を
治
す
た

め
に
出
て
る
か
ら
消
し
ち
ゃ
駄
目
な
ん
で
す

よ
。
何
で
そ
う
な
っ
た
か
っ
て
原
因
を
考
え

な
い
で
グ
ズ
グ
ズ
言
っ
て
も
治
ら
な
い
で

す
。
ま
ず
今
の
問
題
を
知
る
の
が
第
一
。
知

識
は
今
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
る
ん
だ
か

ら
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
か
ら
今
の

状
況
に
な
っ
て
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

私
も
対
案
的
な
感
じ
で
「
じ
ゃ
あ
ど
う

や
っ
て
や
る
の
？
」
っ
て
合
宿
み
た
い
に

や
っ
た
り
、「
こ
う
い
う
も
の
は
安
全
だ
か

ら
」
と
売
っ
た
り
と
か
も
し
て
ま
す
。
い
ろ

ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
れ
を
や
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
原
点
か
ら
考
え

て
く
だ
さ
い
。
道
具
に
頼
る
ん
じ
ゃ
な
く
て

ね
。
そ
こ
は
一
番
私
も
重
視
し
て
言
い
た
い

と
こ
ろ
か
な
。
今
日
の
話
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
か
？　

ぜ
ひ
シ
ョ
ッ
ク
に
な
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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時代進化のなかで食品の安全と医療は本当に国民に役立っているのか!!～なぜ病気と病人は増え続けるのか～

　

今
、
歯
科
大
学
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増

加
、
子
ど
も
た
ち
の
骨
折
の
増
加
、
高
齢
者

の
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
問
題
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題

を
改
善
す
る
に
は
、「
食
育
」
指
導
が
必
須

で
す
。

　
「
食
育
」
近
年
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ

れ
は
今
か
ら
百
年
前
に
私
の
今
い
る
日
本
歯

科
大
学
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
近

視
眼
、
目
が
悪
い
お
子
さ
ん
が
す
ご
く
増

え
、
こ
れ
を
一
日
三
回
の
食
事
と
お
や
つ
を

配
食
し
て
改
善
す
る
、
と
い
う
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
学
校
給
食
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
食
事
が
、
私
た
ち
の
健
康
に
い

か
に
影
響
を
与
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
日
本
歯
科
大
学
は
、「
歯
科
医
師
は
、

む
し
歯
や
歯
周
病
の
治
療
を
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
口
腔
内
を
通
る
食
物
の
選
別
か
ら

行
う
べ
き
」
と
い
う
歯
科
の
役
目
を
食
育
に

見
い
出
し
た
日
本
で
1
番
古
い
歯
科
大
学
で

す
。

　

な
ぜ
歯
科
が
こ
の
よ
う
な
食
育
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

今
は
、
死
亡
原
因
の
3
番
目
が
、「
肺
炎
」

で
す
。
肺
炎
に
は
、
高
齢
者
の
誤
嚥
が
原
因

す
る
も
の
と
抗
が
ん
剤
な
ど
の
副
作
用
で
唾

液
分
泌
が
減
少
し
て
か
か
る
間
質
性
肺
炎
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
生
活
習
慣
病
の
原

因
菌
が
、
歯
周
病
菌
」
と
い
う
学
会
デ
ー

タ
ー
が
発
表
さ
れ
、
歯
科
大
学
が
食
育
に
よ

り
健
康
改
善
を
行
う
流
れ
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
の
赤
ち
ゃ
ん
は

何
か
変
で
は
!!

～
噛
む
、
よ
だ
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー

�

そ
こ
に
潜
む
も
の
は
～

日
本
歯
科
大
学
客
員
教
授　

中
野　
智
子　
氏

中野　智子（なかの・ともこ）
日本歯科大学客員教授
日本歯科大学新潟生命歯学部食育・健康科学講座客員教授。三重大学大学院生物資源学科微生
物研究室産学研究員。元学校法人湖海学園昭英高等学校学園長。元日本予防医学代替医療総合
学院副学院長。「よだれ先生」の愛称で、「食育はまず噛むことから」と若いお母さんやお孫さ
ん思いのおじいちゃんやおばあちゃんに噛むことの大切さや食育と歯科教育の密接な関わりを
伝える。学会、研究会にて多数講演。

第
2
部
　
特
別
講
演
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覚
や
味
付
け
の
濃
さ
、
嗜
好
も
小
さ
い
時
に

決
ま
り
ま
す
。
よ
く
甘
味
、
塩
味
、
旨
味
っ

て
言
い
ま
す
ね
。
こ
の
中
で
甘
味
が
一
番
最

初
に
持
つ
も
の
で
す
。
母
乳
で
す
。
微
妙
に

甘
い
。
次
に
塩
味
、
旨
味
。
こ
れ
は
離
乳
食

の
味
で
す
。
だ
か
ら
家
庭
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
わ
け
で
す
。
こ
の
幼
い
時
の
差
が
、
将
来

の
減
塩
や
、
血
圧
、
糖
尿
な
ど
い
ろ
ん
な
形

で
関
係
し
て
く
る
の
で
す
。

　

出
産
環
境
も
昔
と
大
き
く
違
っ
て
い
ま

　

今
や
、
食
に
よ
る
予
防
で
は
な
く
、
食
に

よ
る
改
善
、
食
治
療
が
必
要
な
時
代
と
い
え

ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
朝
起
き
た
ら
ま
ず
う
が
い
を
す
る
。
こ

れ
が
1
番
で
す
。
夜
は
、
あ
ま
り
唾
液
が
出

ま
せ
ん
か
ら
、
朝
起
き
た
時
が
一
番
口
腔
内

細
菌
が
多
く
、
こ
の
菌
が
動
脈
硬
化
、
肺

炎
、
早
産
、
糖
尿
病
な
ど
い
ろ
ん
な
病
気
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら

寝
起
き
の
う
が
い
は
大
切
。

　

病
気
予
防
に
は
、
う
が
い
を
し
て
、
ま
ず

口
の
中
を
清
潔
に
し
た
後
に
ご
飯
を
食
べ

る
、
お
水
を
飲
む
こ
と
。
口
の
中
が
健
康
か

ど
う
か
、
3
本
の
指
を
縦
に
口
の
中
に
入
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
縦
に
入
る
と
い
う
こ
と

は
、
口
が
そ
れ
だ
け
開
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
口
が
開
い
た
ほ
う
が
唾
液
が
し
っ
か
り

出
ま
す
。
唾
液
の
種
類
に
も
影
響
し
ま
す
。

唾
液
に
は
、
2
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
舌
下

線
、
ベ
ロ
の
下
か
ら
出
る
唾
液
は
食
物
を
飲

み
込
む
た
め
、
し
ゃ
べ
る
た
め
の
も
の
で

す
。
耳
下
腺
、
顎
下
腺
か
ら
出
る
唾
液
が
肺

炎
に
な
ら
な
い
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
、
殺
菌

性
の
あ
る
唾
液
な
の
で
す
。
し
っ
か
り
噛
ん

で
、
顎
下
腺
、
耳
下
腺
を
動
か
し
て
ご
飯
を

食
べ
た
ら
健
康
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

唾
液
の
出
、
顎
の
働
き
は
脳
や
体
の
発
達

の
基
礎
を
作
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
へ

の
刺
激
を
1
0
0
％
と
す
る
と
、
25
％
が

手
、
25
％
は
足
の
動
き
。
あ
と
の
50
％
は

し
っ
か
り
と
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
を
さ
せ
る

こ
と
な
の
で
す
。
賢
い
子
を
育
て
る
た
め
に

は
小
さ
い
頃
か
ら
き
ち
っ
と
し
た
食
生
活
の

在
り
方
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

昭
和
30
年
ご
ろ
は
1
食
当
た
り
大
体

1
3
0
0
回
噛
ん
で
ま
し
た
。
今
は
6
0
0

回
し
か
噛
ま
な
い
。
噛
む
こ
と
が
賢
い
子
ど

も
を
作
る
、
そ
う
い
う
勉
強
法
と
思
っ
て
噛

ん
で
賢
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
環
境
は
3
才
ぐ
ら
い
の
時
に
決
ま
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
3
才
ま
で
の
食
事
の
習

慣
づ
け
に
よ
っ
て
将
来
の
健
康
が
大
体
予
測

さ
れ
ま
す
。
腸
内
細
菌
の
数
や
、
太
っ
た
り

痩
せ
た
り
す
る
脂
肪
細
胞
の
数
の
ほ
か
、
味

食環境により著しく変わった口腔内環境
○時代によって変わる、そしゃく（＝噛む）回数（1回の食事）
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時代進化のなかで食品の安全と医療は本当に国民に役立っているのか!!～なぜ病気と病人は増え続けるのか～

ら
、
し
っ
か
り
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る

よ
う
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女

の
人
は
閉
経
す
る
と
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
加
減

で
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い
体
質
に
な

り
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
食
を

選
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
健
康
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
昭
和
30
年
台
は
、
離
乳
食
は
食

材
を
買
っ
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
茹
で
て
、
す
り
つ
ぶ
し
て
与

え
る
。
茹
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
上
顎
と
舌
の

運
動
に
よ
っ
て
唾
液
と
混
ぜ
合
わ
さ
な
い
と

飲
み
込
め
な
い
の
で
、
歯
は
な
く
て
も
咀
嚼

の
練
習
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
も
今

の
離
乳
食
は
、
い
っ
た
ん
粉
に
し
た
も
の
を

水
に
戻
し
て
瓶
詰
め
し
て
い
る
の
で
、
舌
の

す
。
昔
は
大
き
く
産
む
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

で
も
今
は
「
2
5
0
0
か
ら
2
8
0
0
グ
ラ

ム
で
産
み
な
さ
い
。
お
母
さ
ん
は
太
っ
ち
ゃ

い
け
ま
せ
ん
」。
妊
娠
後
期
25
週
目
ぐ
ら
い

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
乳
歯
と
永
久
歯
の
基
礎
が

出
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
母
さ
ん

は
体
重
制
限
さ
れ
る
の
が
こ
の
時
期
。
今
の

子
ど
も
た
ち
は
、
離
乳
食
の
取
り
方
に
も
問

題
が
あ
り
、
顎
の
発
達
が
な
い
、
小
顔
の
子

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
口
が
開
か
な
い
子

が
多
く
、
十
分
な
咀
嚼
が
で
き
な
い
と
、
食

べ
物
を
食
べ
て
も
唾
液
が
出
ま
せ
ん
。
顎
下

腺
、
耳
下
腺
を
使
っ
て
し
っ
か
り
噛
ん
で
殺

菌
し
な
い
と
、
体
に
安
全
で
、
無
害
な
栄
養

と
し
て
摂
取
で
き
な
い
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
食
べ
物
を
体
に
無

害
な
も
の
に
変
え
て
摂
取
し
て
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
歯
科
の
立
場
で
言
う
と
、
唾

液
が
た
く
さ
ん
出
て
い
た
私
た
ち
の
時
代
は

ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
外
界
か
ら
入
っ
た
も
の
を
口
の
中
で

殺
菌
し
て
飲
み
込
む
か
ら
、
胃
の
中
に
ば
い

菌
が
入
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
今

の
子
ど
も
た
ち
は
唾
液
が
少
な
い
か
ら
殺
菌

で
き
ず
、
ば
い
菌
を
丸
の
み
の
状
態
。
子
ど

も
た
ち
の
ご
飯
の
席
に
お
茶
と
お
水
は
置
か

な
い
よ
う
に
。
自
分
の
唾
液
の
力
で
殺
菌
し

飲
み
込
む
く
せ
を
つ
け
さ
せ
る
。
こ
れ
が
一

番
で
す
。

　

私
た
ち
が
玄
米
を
よ
く
薦
め
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
し
っ
か
り
と
咀
嚼
す
る
の
が
軟
ら

か
い
精
白
米
を
食
べ
さ
せ
る
よ
り
も
い
い
か

ら
で
す
。
噛
み
応
え
と
唾
液
の
加
減
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
大
き
く
影
響
す

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
咀
嚼
し
て
殺

菌
す
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
小
さ
な
子
ど
も

さ
ん
に
と
っ
て
も
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
と

て
も
大
切
で
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

ご
飯
を
食
べ
る
と
口
の
中
は
酸
性
に
偏
り

ま
す
。
元
の
健
康
な
状
態
に
戻
す
た
め
に

は
、
実
は
唾
液
の
中
に
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

が
溶
け
出
し
て
、
こ
の
唾
液
の
力
で
健
康
に

な
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う

こ
と
は
骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
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上
に
置
い
た
だ
け
で
溶
け
出
し
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
咀
嚼
の
練
習
に
な
り
ま
せ
ん
。
離

乳
食
は
、
口
を
開
け
て
し
っ
か
り
食
べ
る
下

準
備
、
口
の
動
き
を
練
習
す
る
た
め
の
期
間

な
の
で
す
。
食
環
境
の
変
化
は
、
咀
嚼
環
境

を
変
え
た
と
い
え
ま
す
。

　

昭
和
25
年
〜
30
年
こ
ろ
は
食
品
数
は

5
0
0
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
2
0
0
0
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
魚
介
類
の
養
殖
、
農
作
物
の
水
耕
栽

培
、
海
外
か
ら
の
農
作
物
の
輸
入
に
よ
る
も

の
で
す
。
増
え
た
の
が
い
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
露
地
も
の
で
苦
味
の
あ
る

筋
の
通
っ
た
よ
う
な
野
菜
が
だ
ん
だ
ん
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
例
え
ば
ホ
ウ
レ

ン
草
。
昔
、
1
0
0
グ
ラ
ム
中
、
栄
養
価
が

7
0
0
0
IU
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

7
0
0
IU
。
10
分
の
1
。
そ
れ
ぐ
ら
い
食
べ

物
の
栄
養
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

で
は
、
野
菜
を
食
べ
る
目
的
は
、
何
で

し
ょ
う
か
？　

野
菜
を
食
べ
る
の
は
「
食
物

繊
維
の
摂
取
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
食
物

繊
維
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
必
ず
皆
さ
ん
は
野

菜
と
言
い
ま
す
。
で
も
野
菜
を
摂
取
す
る
本

当
の
目
的
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
か
鉄
、
亜

鉛
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
す

る
た
め
な
の
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
と
は
簡
単
に

言
え
ば
、
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質

が
体
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
作
用
す
る
た
め

の
潤
滑
的
な
存
在
で
す
。
で
も
、
今
は
、
昔

と
違
い
、
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
摂
取
す
る
こ
と

が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
不
足
し
な
い
よ
う
に
選
ん
で
食
べ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
反
対
に
、
塩
分
摂
取
過
剰
な
時

代
で
す
。
ど
う
し
て
も
過
剰
摂
取
に
な
り
や

す
い
塩
分
は
、
取
り
過
ぎ
た
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
制
限

す
る
の
で
は
な
く
、
カ
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
れ
ば
い
い
の
で
、
カ

リ
ウ
ム
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ピ
ー
マ
ン
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
バ
ナ

ナ
。
こ
れ
ら
の
中
に
た
く
さ
ん
の
カ
リ
ウ
ム

が
入
っ
て
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
1
日
の
食
事

を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
が
足
り
な
か
っ
た
ら

何
を
食
べ
よ
う
か
、
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

　

今
日
の
お
さ
ら
い
と
し
て
は
、
ま
ず
朝
起

き
た
ら
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
お
茶
を
飲
む
前

に
う
が
い
を
し
て
、
口
の
中
の
雑
菌
を
捨
て

る
。
こ
れ
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
し
っ
か

り
と
咀
嚼
を
す
る
。
子
ど
も
さ
ん
の
食
卓
に

お
茶
、
お
水
を
置
か
な
い
。
こ
れ
ぐ
ら
い
で

あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
た
ち
歯
科
領
域
で
の
「
食

育
」
っ
て
い
う
の
は
、
や
は
り
噛
む
こ
と
の

大
切
さ
。
唾
液
の
重
要
性
で
す
。
た
く
さ
ん

の
種
類
の
食
材
を
噛
む
。
お
子
さ
ん
、
お
孫

さ
ん
が
健
康
で
50
才
に
な
っ
て
も
発
病
し
な

い
よ
う
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
噛
む
こ
と
が
一

番
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
、
家
庭
で

食
育
活
動
を
地
道
に
や
っ
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
周
り
の
人

を
少
し
で
も
噛
む
力
に
よ
っ
て
幸
せ
に
し
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
に
も
頑
張
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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厚
生
労
働
省
の
付
属
研
究
機
関
で
あ
る
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
か
ら

2
0
1
8
年
3
月
31
日
に
、
日
本
の
将
来
推
計
人
口
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
総
人
口
は
、
明
治
期
以
降
年
平
均
1
％
の
成
長
率
で
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
人
口
増
加
か
ら
人
口
減
少
へ
と
転
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
2
0
1
5
年
時
点
1
億
2
7
0
9
万
人
の
人
口
は
、
2
0
5
3
年
に
1
億
人
を
割

り
、
2
0
6
5
年
に
は
8
8
0
8
万
人
と
な
る
。
こ
れ
は
2
0
1
5
年
か
ら
約

3
9
0
0
万
人
（
30
・
7
％
）
の
減
少
と
な
り
、
日
本
は
こ
の
50
年
間
で
約
3
割
の
人

口
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
最
も
人
口
が
多
く
推
移
す
る
と
想
定
し
た
出
生
高
位
・
死
亡

手
低
位
推
計
に
よ
っ
て
も
2
0
6
5
年
の
人
口
は
24
％
の
減
、
2
1
1
0
年
は
47
％
の

減
に
な
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
増
減
は
、
出
生
、
死
亡
、
な
ら
び
に
人
口
移
動
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
1
9
7
3
年
は
2
0
9
・
2
万
人
が
生
ま
れ
、
出
生

率
は
2
・
14
、
2
0
1
6
年
の
統
計
で
は
、
97
・
7
万
人
で
1
・
44
で
し
た
。
老
年
人

口
の
ピ
ー
ク
は
2
0
4
2
年
で
3
9
4
5
万
人
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
む
要
因
に
は
、
若
い
世
代
の
所
得
の
伸
び
悩
み
、
家
族
形
態

の
変
化
や
女
性
の
就
労
が
厳
し
い
な
ど
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

つ
に
は
、
小
児
ぜ
ん
そ
く
の
罹
患
率
が
20
年
間
で
3
倍
に
な
っ
た
等
の
子
ど
も
の
健
康

異
変
の
急
激
な
増
加
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
う
け
、
政
府
も
出
生
か
ら
12
歳

ま
で
の
健
康
状
態
の
調
査
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
当
財
団
も
今
回
の
岡
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
よ
う
に
子
ど
も
の
健
康
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
食
育
講
演
を
通
じ
て
人
口
減
少
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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一
般
財
団
法
人 

食
と
健
康
財
団
　
事
務
局
長
　
山
本 

勉

編 

集 

後 

記

食
の
安
全
・
安
心
や
伝
承
的
食
文
化
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

恒
例
の
初
夏
の
「
食
と
健
康
」
元
氣
ツ
ア
ー

は
、
希
望
者
多
数
の
た
め
抽
選
で
、
32
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
洞
爺
健
康
館
に
て
、
道
見
理

事
長
に
よ
る
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
講
演

を
行
い
、
私
達
の
身
体
の
中
で
発
生
し
て
い

る
「
活
性
酸
素
」
に
つ
い
て
そ
の
働
き
と
害

に
つ
い
て
お
話
さ
れ
、
活
性
酸
素
に
よ
る
酸

化
を
防
ぐ
食
事
は
何
か
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
ツ
ア
ー
特
製
の
「
食
事
道

膳
」
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
本
人
の
適
応
食
で
あ
る
玄
米
や
身

土
不
二
で
あ
る
地
元
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

そ
の
後
、
洞
爺
自
然
農
園
で
の
イ
チ
ゴ
狩

り
で
は
、
今
年
は
例
年
よ
り
生
育
が
早
か
っ

た
の
で
す
が
、
お
土
産
用
と
し
て
お
持
ち
帰

り
し
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
有
機
農
法
か

つ
露
地
栽
培
の
イ
チ
ゴ
は
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
り
、
と
て
も
大
事
に
育
て
ら
れ
て
い
る

の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
洞
爺
水
の
駅
や
中
山
峠
に
立
ち
寄

り
、
札
幌
に
は
、
定
刻
ど
お
り
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
無
事
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ

ん
に
、「
食
と

健
康
」
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た

だ
け
る
体
験
ツ

ア
ー
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平成30年6月28日（木）開催
食と健康元氣ツアー

■ 
人
事
短
信 

■

平
成
30
年
7
月
2
日
付
け
で
当
財
団
管
理
栄
養
士
の
土
井
沙
織
さ
ん
が
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任　

土
井　

沙
織
（
管
理
栄
養
士
）


